
複数メンバー選択出⼒⼿順

複数メンバー選択による提出用ファイル作成⼿順
ツール起動後、HamLogQSOデータ取得が既に実施された後から、CardRallyGIFU（申請者用）画面にて
メンバー局を複数選択時における絞込後申請用データシート出⼒、提出用ファイル作成までの⼿順

①絞込実施前

②提出対象メンバーのチェックボックスをONとする（下記例では　４局選択）
４局選択「✓」により、
申請用データシート出⼒結果の
　メンバー局　選択数︓４
　合計ポイント数（P-UP含む）︓　８５
　の各値が設定される

③「絞込実施」ボタンクリック

④絞込後申請用データシート出⼒

③

②

④

⑤へ

⑥へ
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⑤絞込後のデータシート出⼒
　　　絞込後申請用データシートが作成され、絞込後申請用データシート欄に作成されたシート名が表示される
　　　申請用データシートには、③で絞り込んだ、７５交信分（P-UP １０件）の情報が出⼒される。

⑥「提出用ファイル出⼒画面表示」ボタンクリック

⑥

⑦へ
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⑦カードラリーGIFU　提出用ファイル出⼒画面の表示
　

⑧申請回数の設定（例は”１”を設定）、提出用ファイル出⼒ボタン　のクリック
　選択した項目　「絞込後データシート（申請用̲2302192340）」の開始番号指定位置”１”番目のデータから
　データを取得し、CardRally20xxシートを複写した新シートへデータ設定し、ファイル出⼒。
　⑨　提出用ファイル出⼒設定で、「取りまとめ（ソート）あり」、「１ファイルにまとめて出⼒」（⑨-1）の例で説明します。

⑩提出用ファイルの出⼒例
　　「取りまとめ（ソート）あり」、「１ファイルにまとめて出⼒」を選択時の出⼒ファイル
　　　コールサイン毎にまとめられ、複数シートに出⼒される　　　　　　　　　　　　

出⼒作業終了後、必要情報を記⼊、ファイル保存し、カードラリー事務局へ提出します。

表示（選択）されている項目を確認する
・絞込後データシート名（下段のシート名）が選択されているか
・開始番号指定位置は”１”で良いか
開始位置を指定する場合は、変更する。

・提出用シート出⼒パターンはQSOシートPT１で良いか（通常はこちらを選択）
・取りまとめ（ソート） 実⾏する で良いか、実⾏しない 設定へ変更可

⑦

⑨-1

⑧

⑩へ

「提出用ファイル出⼒」画⾯へ戻ります。
⼿順は、「OnlyOne出⼒⼿順」の⑩または⑫からの作業を参照
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